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広島大学短期交換留学プログラム 派遣留学報告書 
HUSA (Hiroshima University Study Abroad) Program Report 

  記入日/Date 2023 年6 月28 日 
(2023 /06/ 28) 

ふりがな 

氏 名 / Name 
 

 
学生番号/ Student ID 

 

本学での所属学部・研究科 
School/Graduate School at HU 

人間社会科学研究科 

Humanities and 
Social Sciences 

人文社会科学専攻 

Humanities Program 
 

   2 年次(2nd) 
（留学開始時点(When Started)） 

派遣プログラム 
Name of Program 

✓HUSA  □USAC  □UMAP 

留学先大学 
Host University 

ネバダ大学リノ校 
University of Nevada, 
Reno 

 （アメリカ / America：）  

所属学部・学科等名 
School/Graduate School at Host  

人文学部 英語学科   Humanities / English 

在籍身分 
Status at Host University 

交換留学生 / Exchange Student 
(ex. Exchange Student, Special Auditing Student) 

留学期間 
Period of Program 

   2022 年8 月19 日   ～ 
(2022 /08/ 19) 

2023 年 5 月 17 日 
(2023 /05/ 17) 

 

１．留学するまで / Preparation for the Program 
留学への志望動機・ 
派遣先大学を希望した理由 
Purpose of Study / Reason of  
Host Choice  

アメリカの文化背景を学び、体験することにより、修士論文テーマの英文学研究を進

めるため ・ アメリカの大学で選択肢の中で留学生の支援体制が充実していると考え

たため。また、キャンパス内の諸施設が整っていると思った。 

留学準備を始めた時期 （応募す

る何か月前ですか？） 
Commencement of Preparation 
for Application 

１年前 

事前準備について（どのような準

備をしたか，しておけばよかった

か） 
Preparation Completed Prior to 
Study Abroad 

語学試験 TOEFL の基準をクリアするための学習、訓練を重ねました。院生の基準は

高く、苦労しましたが、後で思ったことはそのくらいの語学力をつけていないと、授

業にはついていけません。 

 

2．渡航について / Visa and Flight Information 

ビザについて 
Visa 

ビザの種類 / Visa Type： J-1 

ビザ申請先 / Location of Visa Application：日本大使館 

提出書類 / Required Documents：申請書 

手続きに要した日数 / Duration of Visa Application Process：申請までは2，3 日 

その他必要な事前手続き 
Other Required Procedures 

SEVIS の取得 

出国年月日/ Date of Departure   ２０２２年  ８月１７日 (YYYY /MM/ DD) 
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経路（往路）/ Route (Outward) シアトル経由リノ・タホ国際空港 

現地での出迎え 
Pick-up Service 

 ✔□有/Yes（大学関係者/Univ. Staff ・ その他/Others） 
□無/No 

到着後オリエンテーションの有

無・期間・内容 
Orientation, Period, Contents 

✔有Yes  有の場合 期間/Period： 2022. 08 23 ‐        
(If Yes)    内容/ Indicate Content Covered during Orientation 
生活一般・キャンパス内の諸施設、諸機関の活用方法など 

□無/No 

帰国年月日 / Date of Return  ２０２３年  ６月１７日 (YYYY /MM/ DD) 

経路（復路） / Route (Return) ニューヨーク経由 羽田国際空港→出雲空港 

 

3．留学費用について / Expenses 

支
出
額 / Expenses 

総額 
Total Amount 

3,000,000 円/yen 

内訳 
Details 

渡航費（往復）/ Flight Ticket (Round Trip) 450,000 円/yen 

ビザ申請手数料/ Visa Application Charge 21,000 円/yen 

予防接種費用 / Immunization Charge 30,000 円/yen 

保険料 / Travel Insurance 120,000 円/yen 
教材費（授業料以外の学費） 
/ Learning Material (Extra Tuition Fee)  

60,000 円/yen 

宿舎費（住居費）/ Accommodation Fee 1,200,000 円/yen 

光熱費 / Utility Cost  円/yen 

食費 / Meal Cost 800,000 円/yen 

通信費（インターネット・携帯）/ Internet, Phone 100,000 円/yen 

交通費（宿舎－大学間） 
/ Transportation (Accommodation ~ Univ, Campus) 

 円/yen 

交際費 / Social Expenses  円/yen 

その他 / Others（ SEVIS 申請 費） 
（冬休み、夏休みの旅行 費） 
（ 買い物 費） 

29,000 
150,000 
40,000 

円/yen 
円/yen 
円/yen 

4．授業・修学について / Courses and Study 

授業の概要について（カリキュラム，

プログラム，履修した科目，時間数，

履修形態等）/ Brief Description of Courses 

(Curriculum, Program, Registered Courses, 
Study Hours, Course Style) 

Rhetoric and Composition – 2,  American Novel – 2 
Postcolonial Literature – 2,  Topic in Film – 2,   
Women and Literature – 2,  American Autobiography - 2 
 

単位互換希望の有無 / Credit Transfer 
from Host to Home University 

□有/Yes    □✔無/No 

授業・勉強についてのアドバイス（留

学前の履修，留学中，単位取得等）/ 
Advice for Class and Study (Before and 
During Study Abroad) 

後で考えたら、互換が出来るのであれば、それをすれば記録として正式に残

るので、良かったかなと思います。 
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日本と異なる授業形態などにおける困

難や挑戦（ティーチングスタイル・先

生と学生の関係性など）/ Difficulties and 
Challenges Faced in Classes Different 
from Japan (Teaching Style, 
Relationship with Professors/Lecturers) 

レクチャー中心ではありますが、小グループのデスカッション形態も多く取

られ、発表の機会は多くあります。先生の英語は比較的よく理解できますが、

クラスメイトの英語は人によってとても早口であったり鮮明でないことも

あり、理解しにくいことがよくありました。顔や表情をしっかり見て理解に

努めました。そして、積極的に挙手をして自分も授業に参加しました。 
 

 

5．生活等について / Lifestyle 

（１）留学先の住居について / Accommodation  

住居の種類   
Type of Accommodation 

✔□大学の寮 / University Dormitory  □アパート / Apartment   
□その他 / Others（     ） 

住居の広さ  
Size of the Room 

約/approximately 
      ２５ ㎡  

同居人の有無 
Roommate(s)? 

□有 / Yes（   人/People） 
✔□無 / No 

住居に附属する設備 
Facilities in Accommodation 

✔電気/ Electricity □ガス/ Gas ✔水道/ Water ✔給湯/ Hot Water ✔シャワー/ Shower 
□風呂/ Bathtub ✔水洗便所/ Flushable Toilet ✔暖房/ Heating □冷房/ Cooling □台所/ 
Kitchen 
□食堂/ Dining Room  □固定電話/ Land-Line Phone ✔インターネット/ Internet   
□その他/ Others（                     ） 

住居費 
Accommodation Fee 

１ヶ月当たり/ per month   (現地通貨/ local currency) 約/ approximately 
120,000円/yen 

留学先での住居全般に関す

るアドバイス 
A c c o m m o d a t i o n  A d v i c e 

1 年間くらいの留学ならば、安全でもあり人間関係も出来、寮がいいと思います。どこに住

んでも高額です。 

（２）医療について / Medical Care 

保険の加入先 
Insurance 
(W ho Des ignated) 

✔□本学指定の保険 / Hiroshima University  □留学先大学指定の保険 / Host University   
□その他 / Others（      ） 

保険の補償内容 
Insurance Coverage 

補償額 / Coverage 死亡 / Death 10,000,000 円 / yen, 
入院1日 / per day of Hospitalization     円 / yen 
その他 / Others（            ） 

留学前後での予防接種の必

要の有無  
Immunization Requirement  

✔有 / Yes （種類 /Acquired Immunizations：  TD・  Mumps                  ,  
  医療機関名 / Location of Immunization： 個人クリニック                    ） 
□無 / No 

留学先国の医療事情 （日本

と比較して） 
Difference in Medical 
Service (Compared to 
Japan) 

保険はきかないので医療にかかると高額になる。無料で利用できる大学の保健センターで大

抵のことは解決できた。ただし、私の場合、投薬費用が多くかかり、保険会社が個人の立て

替え分を現地ですべて私の口座に振り込んでくれたので助かった。 

留学先での健康管理，衛生

面について特に注意すべき

こと 
Healthcare and Hygiene  

バランスの良い食事をとる 
睡眠時間をしっかり確保する 

（3）危険を感じた地域，状況，安全管理において注意したこと  
    / Dangerous Situations and Locations Encountered, Possible Advice for Risk Management 
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キャンパス内はだいたい安全です。 
キャンパス外は危険がいっぱいなので常に警戒していました。 

（4）食生活についてのアドバイス / Food – Related Advice 

自分で考えてバランスのとれた食事がとれるように工夫するとよいと思います。 
例えば、バイキング形式のレストランならば、肉類や塩分多めのもの、甘い飲み物は控えめにし、温野菜や魚類も積極的

にプレートに取る、等。 

（5）気候・服装についてのアドバイス / Advice on Local Climate and Clothing 

ネバダ州は乾燥気候でした。 
夏は強烈に暑いし、冬は徹底的に寒く雪の日も多かったです。 
冬用のコートやブーツも持参してよかったです。 

（6）学内外の施設・設備環境について（インターネット環境含む） 
/ Available Resources (Library, Cafeteria, Campus Wi-Fi, etc.  ) 

キャンパス内、寮内、すべてインターネット環境が整っていました。 
図書館やフィットネスセンターなど施設を大いに利用しました。 

（7）現地学生や地域との交流について（どのような，機会・きっかけがありましたか？） 
     / Communication with Local Students and People (Available Opportunities?) 
ネバダ大学には留学生を支援する課（OISS）があったため、多くの行事や交流の機会がありました。 

（8）習慣やマナーの違いによる対人関係等，注意すべきこと / Care and Attention regarding Customs and Manners 

多様性を受け入れる気持ちでいることが大切だと思います。 
 

（9）日本から持っていくべきもの，持っていくべきでないもの / What Should You Bring? What Should You NOT Bring? 

私の場合は電子辞書がとても役に立ちました。電池も持参しました。 

（10）その他生活等に関して参考となる情報・アドバイス / Other Useful Information and Advice about Life Abroad 

 

6．帰国後の進路について / Your Career After Study Abroad  

卒業予定年月  
Expected Graduation 
Month and Year 

     2025 年 / year 3 月 / month   
（当初の卒業予定年月 / Expected Month and Year before Studying Abroad          

2025 年 / year 3 月 / month） 
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卒業が遅れる見込みの場

合，その理由 
Reason for Extension of 
Graduation Month and 
Year? 

□４年次に留学したため / Participation in HUSA during 4th Year 
□単位不足のため / Amount of Credits  
□新卒で卒業するため / In order to graduate as a “new” graduate 
□その他 / Others（具体的に / Specific reason:       ） 

現在の状況および今後の

予定・進路等  
Current Situation, Plan 
and Career 

留学中気を張っていた疲れと時差ボケのためか、帰国後1 週間たっても今だに体調が今

一つすぐれませんが、ゆっくりともとに戻していこうと思います。修士論文執筆に向け

ての準備を始めます。 

就職活動や留学前の単位

取得，教育実習等について

の工夫  
Pre-arrangement by yourself 
for your future job hunting, 
acquisition of credits of 
required courses and 
practicum, etc. 
 
 

再就職の予定は特にありませんが、この知見を活かして社会に何かの形で貢献したいと

考えています。 

7．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等  
/ Useful Books and Website for Study and Life Abroad 

書籍，サイト名  
Name of Book or Website 

詳細（出版社，URL 等） 
Details (Publisher, URL etc.) 

コメント 
Comments 

   

   
   

8．後輩へのメッセージ / Message for Outgoing Students who Desire to Study Abroad 

異なる文化に身をおくことで、世界に向けての見方、そして日本文化に対しての想いが変わり、視野がぐっと広がり

ます。是非、チャレンジしてください。 
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注１） 報告書およびその内容は，留学希望者への情報提供のため，HUSA ホームページおよび広島大学ホームページへの掲載，事

務室での閲覧や大学の留学情報案内の作成のために利用させていただきます（氏名及び学生番号については，非公開としま

す）。ただし，公開にあたり不適切と判断された内容については，国際交流グループにて削除等させていただきますので予

めご了承ください。/ This report and its contents will be uploaded on website of the HUSA and Hiroshima University, browsed 
at the office and used for information regarding study abroad at Hiroshima University in order to provide information to 
students who desire to study abroad. (Student name and student number are not published). If the report and its contents are 
included inadequate contents to be published, it would be deleted or amended it by International Exchange Group. 

 

 
 

 

9．自由記述（日本語・1,200 字程度）/ Feedback (English about 600 words) 

授業で課される内容は、おそらく日本の大学とは比べものにならないほどきついです。毎週、膨大な量の読み物、

書いて提出する課題がある上に、各学期の中間、期末のテストや主課題があり、本当に鍛えられます。しかしな

がら、クラスメイトとのやりとり、先生のフィードバックもあり、とても充実していました。 
 
授業はとても活気があり、学生は盛んに挙手して自分の意見を述べます。小グループのデスカッション形態も多

く取られ、発表の機会は多くあります。私は大学院生ということもあり、学部生と一緒の授業では、余分にミニ

レクチャーやプレゼンも課されましたが、良い経験になりました。言葉の壁で理解できないこともたくさんあり

ましたが、先生も学生も快く助けてくれます。成績のA 評価が欲しくて、必死でついていきました(笑) 
 
住居については、キャンパス内の寮を希望したところ、私はたまたま小規模な寮に配属されました。シングルルーム

でバスルームは共有でしたが、スタッフ（学生が雇用されている）との人間関係も密で雰囲気も温かく、高齢で留学

したのにもかかわらず、疎外感は全く感じませんでした。そして本当に気持ちよく過ごせました。 
 
食事については寮の利用者は最初の学期はミールプランの購入が義務化されていました。バイキング形式のレストラ

ンを中心に何か所かのカフェで食事がとれます。スタッフはフレンドリーでよいのですが、料理はとても美味しいと

はいえないレベルである上とても高額なので、次の学期は自室でのミニクッキングも取り入れ、カフェでの食事と併

用しました。 
 
ネバダ大学はキャンパス内施設も充実しており、図書館やフィットネスセンターなど大いに利用しました。中でも

SPEAKING & WRITING CENTERといってWriting についての相談、指導をしてくれるセンターは予約して毎日のよ

うに利用しました。コンサルタントはバイトで学生がしているのですが、とても質のよい指導が受けられ、そこでお

しゃべりするのも楽しかったです。難しい課題の提出についてここで大いに助けられました。他に音楽、芸術系の学

部が主催する演劇やコンサートなども無料または安価で楽しむことができました。 
 
ネバダ大学には留学生を支援する課（OISS）があったため、多くの行事や交流の機会がありました。デスクのスタッ

フとも仲良くなり、情報もたくさん得ることができ、留学をより有意義なものにすることが出来ました。 
 
私のとった授業には日本人は一人もおらず、寮でもおそらく私が一人日本人だったと思います。言葉の壁は大き

く、授業についていくことは想像以上に大変でした。しかしながら、授業では必ず最低1 回は発言すること、無

欠席、提出すべきものはすべて提出するという自分で作った原則をやり抜きました。多くの人に助けられ、友人

と呼べる人、今後もコンタクトをとり合おうと約束した知人もたくさんできました。アメリカは建国の歴史より

多様性文化を持ち、今でも発展しつつあり活気に満ちている国でした。その分、問題もたくさん抱えており、そ

の解決に向けて躍動していました。日本と日本文化はとても高く評価されており、みんなが興味を示してくれ改

めて日本人であることを大変誇りも思うようにもなった留学となりました。 
 
64 歳という年齢の学生の私に留学という機会を与えていただき、大変感謝しています。ありがとうございました。 


